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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成24年7月5日(2012.7.5)

【公表番号】特表2011-523996(P2011-523996A)
【公表日】平成23年8月25日(2011.8.25)
【年通号数】公開・登録公報2011-034
【出願番号】特願2011-509694(P2011-509694)
【国際特許分類】
   Ｆ４１Ｈ   1/02     (2006.01)
   Ｆ４１Ｈ   5/04     (2006.01)
   Ａ４１Ｄ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ４１Ｈ   1/02    　　　　
   Ｆ４１Ｈ   5/04    　　　　
   Ａ４１Ｄ  13/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月14日(2012.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　弾道物に抵抗するための防護服物品であって、
少なくとも７．３グラム／ｄｔｅｘの引張強さと少なくとも１００グラム／ｄｔｅｘのモ
ジュラスを有する糸から織成された複数の織布層と、
ランダム配向繊維の不織シートを含んでなる複数のシート層であって、前記シート層の各
々が、３～６０重量パーセントの高分子バインダーと４０～９７重量パーセントの非フィ
ブリル化繊維との均一混合物を含んでなり
前記非フィブリル化繊維が、少なくとも１．８グラム／ｄｔｅｘの糸引張強さと少なくと
も７５グラム／ｄｔｅｘのモジュラスを有し、前記シート層の各々が、少なくとも０．０
１３ｍｍの厚みを有し、
前記織布層と前記シート層は一緒に積層され、順番に少なくとも１層の前記織布層とその
上の少なくとも１層の前記シート層との繰り返し単位を少なくとも２つ含む第一芯部を構
成し、および
前記シート層が、物品の総重量の０．５～３０重量％を構成する物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
表２（続き）
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　以下、本発明の態様を示す。
１．弾道物に抵抗するための防護服物品であって、
少なくとも７．３グラム／ｄｔｅｘの引張強さと少なくとも１００グラム／ｄｔｅｘのモ
ジュラスを有する糸から織成された複数の織布層と、
ランダム配向繊維の不織シートを含んでなる複数のシート層であって、前記シート層の各
々が、３～６０重量パーセントの高分子バインダーと４０～９７重量パーセントの非フィ
ブリル化繊維との均一混合物を含んでなり
前記非フィブリル化繊維が、少なくとも１．８グラム／ｄｔｅｘの糸引張強さと少なくと
も７５グラム／ｄｔｅｘのモジュラスを有し、前記シート層の各々が、少なくとも０．０
１３ｍｍの厚みを有し、
前記織布層と前記シート層は一緒に積層され、順番に少なくとも１層の前記織布層とその
上の少なくとも１層の前記シート層との繰り返し単位を少なくとも２つ含む第一芯部を構
成し、および
前記シート層が、物品の総重量の０．５～３０重量％を構成する物品。
２．前記糸が、５０～４５００ｄｔｅｘの線密度、１０～６５ｇ／ｄｔｅｘの引張強さ、
１５０～２７００ｇ／ｄｔｅｘのモジュラス、および１～８パーセントの破断時伸びを有
する上記１に記載の物品。
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３．前記糸が、ポリアミド、ポリオレフィン、ポリアゾール、およびそれらの組み合わせ
からなる群から選択されるポリマーから作られるフィラメントで作製される上記１に記載
の物品。
４．前記織布シートが、マトリックス樹脂で包覆も被覆もされていない上記１に記載の物
品。
５．前記シート層の各々が、０．４５０ｍｍ（１８ミル）以下の厚みを有する上記１に記
載の物品。
６．前記シート層の前記非フィブリル化繊維が、ポリアミド（芳香族ポリアミドを含む）
、ポリスルホンアミド、ポリフェニレンスルフィド、ポリオレフィン、ポリアゾール、ア
クリロニトリル、ポリイミド、ガラス、炭素、グラファイトおよびそれらの組み合わせか
らなる群から選択される上記１に記載の物品。
７．前記シート層の前記高分子バインダーが、ポリマーフィブリドである上記１に記載の
物品。
８．前記高分子バインダーが、ポリアミド（芳香族ポリアミドを含む）、ポリスルホンア
ミド、ポリフェニレンスルフィド、ポリオレフィン、ポリアゾール、ポリイミド、アクリ
ロニトリル、ポリビニルアルコール、ジカルボン酸とジヒドロキシアルコールとの重縮合
生成物およびそれらの組み合わせからなる群から選択される上記１に記載の物品。
９．前記シート層の各々が、少なくとも１２００ｍ／秒の平均音速を有する上記１に記載
の物品。
１０．前記シート層の各々が、１～５の最小破断点歪み値に対する最大破断点歪み値の比
を有する上記１に記載の物品。
１１．前記シート層が、等方性または実質的に等方性である上記１に記載の物品。
１２．前記芯部が、３～６０層の前記織布層と３～６０層の前記シート層を含む上記１に
記載の物品。
１３．前記芯部が、順番に、少なくとも１層の前記織布層とその上の少なくとも１層の前
記シート層との繰り返し単位を少なくとも２つ含む上記１に記載の物品。
１４．前記繰り返し単位が、順番に、１層の前記織布層そして少なくとも２層の前記不織
シート層を含んでなる上記１３に記載の物品。
１５．前記繰り返し単位が、順番に、少なくとも２層の前記織布層そして１層の前記シー
ト層を含んでなる上記１３に記載の物品。
１６．３～５０の前記繰り返し単位が存在する上記１に記載の物品。
１７．前記芯部が、第一被弾端面と身体に面する端面を有し、前記物品が、第一被弾部と
身体に面する部分をさらに含んでなり、前記第一被弾部が、一緒に積層された複数の前記
織布層を含んでなり、前記芯部の前記第一被弾端面の上に積層され、前記身体に面する部
分が、一緒に積層された複数の前記織布層を含んでなり、前記芯部の前記身体に面する面
の上に積層された上記１に記載の物品。
１８．前記第一被弾部が、一緒に積層された２～３０層の織布層を有し、前記身体に面す
る部分が、一緒に積層された２～３０層の織布層を有する上記１７に記載の物品。
１９．前記芯部が、織布端面とシート端面を有し、前記芯部の前記シート端面の上に積層
された少なくとも１層の前記織布層をさらに含んでなる上記１に記載の物品。
２０．前記芯部が、複数の芯部の細区分を含んでなり、芯部の細区分の各々が繰り返し単
位を備える上記１に記載の物品。
２１．前記物品が、２０００年９月に発行された、ＮＩＪ規格－０１０１．０４「Ｂａｌ
ｌｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　ｏｆ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｂｏｄｙ　Ａｒｍｏｒ
」に基づいた、１４３０フィート／秒プラスまたはマイナス（＋／－）３０フィート／秒
（４３６ｍ／秒＋／－９ｍ／秒）の発射体の速度（Ｖo）で、４４ｍｍ以下の背面変形を
有する上記１に記載の物品。
２２．前記織布層と前記シート層が、それらの表面積の１０％以下だけで一緒に接合され
、前記層の残りの全てまたは大部分を隣接層に対して横に移動させるおよび／または離れ
させる上記１に記載の物品。
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２３．前記織布層と前記シート層が、一緒に積層され、２．５～５．７ｋｇ／ｍ2の面密
度を有する上記１に記載の物品。
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